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こ
の
た
び
、
当
館
の
開
館
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
を
記
念

し
て
、
開
館
記
念
誌
を
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
の
御
協
力
を
得
て
刊
行

し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
歴
史
公
文
書
が
語
る
湖
国
─
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
滋
賀
県
─
」
で
す
。

　

条
例
に
基
づ
く
公
の
施
設
と
し
て
当
館
は
開
館
し
ま
し
た
が
、

全
国
の
都
道
府
県
立
の
公
文
書
館
と
し
て
は
遅
咲
き
で
あ
り
、

知
名
度
も
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
当
館
で
は
、
明
治
期
以
降
の
歴
史
公
文
書

一
万
三
一
九
一
冊
、
行
政
資
料
六
四
八
点
、
寄
贈
資
料
五
二
点

と
、
戦
災
を
免
れ
保
存
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
資
料
を
多
数
所
蔵

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
近
代
に
お
け
る
滋
賀
県
の
諸
政
策
や
組

織
の
変
遷
、
地
域
社
会
の
実
態
を
示
す
良
質
な
資
料
群
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
の
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
歴

史
公
文
書
九
〇
六
八
冊
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に

県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
開
館
の

同
日
に
施
行
さ
れ
た
滋
賀
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、
現
用
公
文
書
と
し
て
の
保
存
期
間
が
満
了
し
た
歴

史
的
に
価
値
の
あ
る
公
文
書
も
、
逐
次
、
当
館
に
移
管
さ
れ
て

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
館
が
所
蔵
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
特
色
や

魅
力
を
紹
介
し
、
広
く
県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
契
機
と
す
る
た
め
、
本
書
を
刊
行
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
部
「
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
滋
賀
県
」
で
は
、
明
治
〜
昭
和
期
を
五
つ
の
時
期
に
分

け
、
本
県
の
主
な
出
来
事
を
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

各
章
冒
頭
に
は
、
時
代
を
あ
ら
わ
す
代
表
的
な
資
料
約
二
四

点
の
写
真
を
掲
載
し
、
簡
単
な
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
過
去
の
展
示
図
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
第
一
〜
四
章
は
平
成

三
十
年
の
明
治
一
五
〇
年
記
念
展
「
湖
国
か
ら
見
た
明
治
維

新
」、
第
五
章
は
令
和
三
年
の
本
書
刊
行
特
別
展
「
湖
国
遊
覧

の
幕
開
け
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
論
と
な
る
各
節
で
は
、
そ
の
時
期
を
象
徴
す
る
ト
ピ
ッ
ク

を
取
り
上
げ
、
所
蔵
資
料
を
も
と
に
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
本
県
の
季
刊
文
化
誌
『
湖
国
と
文
化
』（
び
わ
湖

芸
術
文
化
財
団
）
に
長
年
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
き
た
所
蔵
資

料
解
説
を
現
時
点
の
眼
で
見
直
し
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
い
わ
ば
二
本
立
て
の
構
成
に
よ
り
、
時
代
の
雰
囲
気
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
当
館
の
概
要
や
所
蔵
資
料
の
解
説
に
な
り
ま
す
。

第
一
章
で
は
、
当
館
の
利
用
案
内
や
、
開
館
に
至
る
ま
で
の
経

緯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
章
で
は
、
所
蔵
資
料
の
中
で
、
資
料
群
と
し
て
括
る
こ

と
が
で
き
る
「
県
官
員
履
歴
」
や
「
社
寺
明
細
帳
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
本
紙
の
「
資
料
紹
介
」
で
取
り
上
げ
て
き
た
六
つ
の
資

料
群
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
、
資
料
写
真
を
数
多
く
掲
載
し
、
歴
史
公
文
書
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
構
成
に
し

ま
し
た
。
当
館
の
前
身
で
あ
る
県
政
史
料
室
時
代
に
は
、『
公

文
書
で
た
ど
る
近
代
滋
賀
の
あ
ゆ
み
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、

二
〇
一
三
年
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
そ
れ
に
倍

す
る
量
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
籍
の
刊
行
に
よ
り
、
当
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
魅
力

の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
是
非
一
度
、
御

来
館
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。　
　
　
（
中
井 

善
寿
）

刊
行
特
別
展
を
開
催
中

　

湖
国
遊
覧
の
幕
開
け

―

大
正
期
の
風
景
利
用―

令
和
３
年
３
月
１
日（
月
）～
４
月
28
日（
水
）

　

記
念
誌
第
一
部
第
五
章
で
紹
介
し
て
い
る
資
料
の

実
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
紙
八
頁
の

「
催
し
物
案
内
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
集
】

開
館
記
念
誌
の
刊
行

令和３年（2021）３月 ２
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京
都
市
教
員
を
早
期
退
職
後
、
琵
琶
湖
疏
水
ア
カ
デ
ミ
ー
を

立
ち
上
げ
、
教
育
貢
献
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
構
成

員
は
七
人
の
メ
ン
バ
ー
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
大
学
院
生
）
で
、

幅
広
い
分
野
の
研
究
者
や
専
門
機
関
、
地
域
の
方
と
の
交
流
を

通
し
て
、
子
ど
も
向
け
の
資
料
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
日
は
、
大
津
市
の
小
松
小
学
校
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、

「
滋
賀
県
と
琵
琶
湖
疏
水
」
を
テ
ー
マ
に
訪
問
授
業
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
自
身
は
、
こ
の
活
動
の
基
盤
を
支
え
る
た
め
に
大
学
院

で
京
都
に
お
け
る
近
代
水
系
と
諸
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
研
究
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

琵
琶
湖
疏
水
は
、
京
都
の
近
代
化
を
担
っ
た
大
土
木
事
業
で

す
が
、
滋
賀
県
と
の
関
わ
り
も
大
変
深
く
、
本
紙
第
六
号
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、滋
賀
県
立
公
文
書
館
（
以
下
「
同
館
」）

に
も
多
く
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
疏
水
の
工
事

（
明
治
十
八
年
～
二
十
三
年
）
で
最
も
難
航
し
た
第
一
ト
ン
ネ

ル
の
部
分
は
滋
賀
県
に
属
し
て
お
り
、
中
で
も
大
津
か
ら
第
一

ト
ン
ネ
ル
西
口
付
近
の
資
料
は
、
同
館
に
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

元
の
地
形
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
掘
削
工
事
を
行
っ
た
の
か
、

ま
た
付
近
の
住
民
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
た
の
か
、

資
料
か
ら
は
当
時
の
工
事
の
詳
細
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す

【
明
ね
33
】。

　

さ
ら
に
、
疏
水
煉
瓦
は
、
主
に
山
科
御
陵
村
の
煉
瓦
製
造

場
で
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
側
の
資
料
に
は
、
そ
の

他
に
も
膳
所
中
ノ
庄
村
在
住
の
大
澤
か
ら
購
入
し
た
煉
瓦

二
三
万
九
一
五
八
枚
（
一
一
四
七
円
九
六
銭
八
厘
）
な
ど
全

一
七
件
の
記
録
が
あ
り
ま
す
（
琵
琶
湖
疏
水
事
務
所
文
書
33

『
領
収
書
綴
』
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
）。
し
か
し
、

そ
の
詳
細
や
大
澤
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
不
明
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
同
館
所
蔵
の
『
常
置
委
員
諮
問
会
日
誌
編
冊
』【
明

き
41
─

３
】（
写
真
）
に
は
、
膳
所
藩
士
で
あ
っ
た
大
澤
吉
武
が

膳
所
城
跡
地
の
膳
所
監
獄
署
に
お
い
て
囚
人
に
煉
瓦
を
製
造
さ

せ
て
い
た
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
京
都
側
の
資
料
の
煉
瓦
搬

入
の
詳
細
に
つ
い
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
資
料
だ
け
で
は
見
い
出
せ
な
か
っ
た

事
が
次
々
と
わ
か
り
大
変
興
味
深
く
思
い
ま
す
。今
後
も
、様
々

な
資
料
と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
掛
け
合
わ
せ
て
探
究
に
励
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
歴
史
公
文
書
に
詳
し
い
歴
史
公
文
書
専
門
職
員
が

所
蔵
資
料
の
紹
介
や
調
査
研
究
、
保
存
等
の
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
一
月
に
当
館
職
員
二
名
が
制
度
開
始
初
年
度
の

「
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
公
文
書
管
理
に
関
す
る
公
的

な
資
格
制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
度
新
た
に
国
立

公
文
書
館
が
創
設
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
の
認
証
に
ふ
さ

わ
し
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
日
々
の
業
務
の
改
善
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

当
館
を
御
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
認
証
さ
れ
た
者
】
大
月
英
雄
・
杉
原
悠
三

認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は

　

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
（Archivist

）
と
は
、
公
文
書
館
を
は
じ
め

と
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（Archives

）
に
お
い
て
働
く
専
門
職

員
を
言
い
、
組
織
に
お
い
て
日
々
作
成
さ
れ
る
膨
大
な
記
録
の

中
か
ら
、
世
代
を
超
え
て
永
続
的
な
価
値
を
有
す
る
記
録
を
評

価
選
別
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
利
用
を
保
証
す
る
と
い
う
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
「
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
制
度
は
、
国
民
共
有
の
知
的
資
源

で
あ
る
公
文
書
等
の
適
正
な
管
理
を
支
え
、
か
つ
永
続
的
な
保
存

と
利
用
を
確
か
な
も
の
と
す
る
専
門
職
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
信
頼
性
お
よ
び
専
門
性
を
確
保
す
る
た
め
、
国
立
公

文
書
館
長
が
知
識
、
実
務
経
験
、
調
査
研
究
能
力
な
ど
を
審
査

し
て
認
証
す
る
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
利
用
者
の
声
】

琵
琶
湖
疏
水
ア
カ
デ
ミ
ー　

代
表　

小 

森 　

千 

賀 

子

琵
琶
湖
疏
水
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て

【
公
文
書
館
の
瓦
版
】

「
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
の
誕
生

『常置委員諮問会日誌編冊』【明き41-3】
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昨
年（
二
〇
二
〇
年
）六
月
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
エ
ー

ル
」の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
古
関
裕
而
が
作
曲
し
た「
滋

賀
県
民
の
歌
」（
滋
賀
県
々
民
歌
）
自
筆
譜
を
含
む
資
料
一
七

点
が
見
つ
か
り
、
広
報
課
か
ら
当
館
へ
移
管
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
滋
賀
県
民
の
歌
に
関
す
る
資
料
一
一
点
【
資
632
～

642
】
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

「
滋
賀
県
民
の
歌
」
と
は

　

戦
後
、
全
国
的
に
県
民
歌
の
制
定
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
本

県
で
も
昭
和
二
十
九
年
、「
理
想
的
な
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く

り
、
県
民
の
一
人
一
人
が
郷
土
を
愛
し
明
る
い
生
活
を
打
立
て

る
意
欲
を
盛
り
あ
げ
よ
う
」
１
と
、
県
民
歌
の
歌
詞
を
募
集
し

ま
す
。
当
選
し
た
作
品
に
は
曲
を
つ
け
、
六
月
に
行
わ
れ
る
滋

賀
会
館
の
開
館
式
で
発
表
会
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

募
集
に
は
四
七
一
点
が
集
ま
り
、
こ
の
中
か
ら
長
浜
市
の
新

聞
記
者
・
蓼
沢
猟
の
作
品
が
入
選
、
西
條
八
十
に
よ
り
歌
詞
の

補
作
が
行
わ
れ
、
古
関
に
よ
り
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
西
條
は
柔

ら
か
く
い
い
歌
が
で
き
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
お
り
、
古
関
も
親

し
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
評
し
て
い
ま
す
２
。

　

こ
の
歌
は
、
高
松
宮
を
迎
え
た
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
五
日

の
開
館
式
に
お
い
て
、
独
唱
、
斉
唱
、
混
声
四
部
合
奏
に
よ
る

三
パ
タ
ー
ン
で
大
々
的
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
３
。
そ
の
後
八
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
会
館
記
念
特
別
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

無
料
で
歌
唱
指
導
も
行
っ
た
よ
う
で
す
。

当
館
所
蔵
の
楽
譜

① 

古
関
裕
而
自
筆
譜
【
資
632
・
633
】

　

古
関
自
筆
の
楽
譜
で
、
主
旋
律
と
四
部
合
唱
用
の
二
つ
が
あ

り
ま
す
。
前
者
は
曲
名
と
作
曲
者
名
（
五
線
譜
は
不
明
）、
後

者
は
五
線
譜
を
含
め
す
べ
て
が
古
関
に
よ
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
楽
譜
は
、
開
館
式
で
の
発
表
用
に
作
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

② 

管
弦
楽
用
楽
譜
【
資
634
～
639
】

　

管
弦
楽
用
の
パ
ー
ト
譜
（
全
一
三
パ
ー
ト
）
で
す
。
こ
の
う
ち
、

ヴ
ィ
オ
ラ
の
楽
譜
の
作
成
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ピ
ア
ノ
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
1st
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
2nd
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
フ

ル
ー
ト
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、バ
ス（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）、ド
ラ
ム（
ス

ネ
ア
ド
ラ
ム
）
の
パ
ー
ト
譜
は
、
古
関
が
所
属
し
て
い
た
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
の
五
線
紙
に
「
作
曲
・
編
曲 

古
関
裕
而
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
関
が
開
館
式
の
伴
奏
用
に
作
成
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
2nd
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
五
線
紙
に
は
大
津
管

弦
楽
団
の
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
オ
ー
ボ
エ
に
は
村
田
昇
（
元
大

津
管
弦
楽
団
指
揮
者
）
の
名
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
は
同
楽
団
が
演
奏
す
る
た
め
に
追
加
で
作
成
し
た
も
の
だ
と

推
測
で
き
ま
す
。

③ 

鼓
笛
バ
ン
ド
用
【
資
642
】

　

昭
和
四
十
年
に
学
校
で
の
演
奏
用
に
作
成
さ
れ
た
楽
譜
で
、

笛
や
ピ
ア
ニ
カ
、
打
楽
器
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

④ 

そ
の
他

　

こ
の
他
に
も
、
歌
詞
と
主
旋
律
が
記
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

【
資
640
・
641
】
や
、
昭
和
五
十
六
年
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た

第
三
十
六
回
国
民
体
育
大
会
で
演
奏
し
た
吹
奏
楽
用
の
楽
譜

（
県
民
情
報
室
所
蔵
）
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
民
の
歌
は
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ

れ
、
多
様
な
場
面
で
演
奏
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の

歌
が
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
近
江
の
空
に
響
き
続
け
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
御
紹
介
し
た
資
料
は
、
利
用
請
求
書
を
御
提
出

い
た
だ
け
れ
ば
ど
な
た
で
も
現
物
を
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

古
関
直
筆
の
楽
譜
を
手
に
取
っ
て
御
覧
く
だ
さ
い
（
複
製
物
を

御
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
著
作
権
法
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
よ
う

御
留
意
く
だ
さ
い
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
本 

和
己
）

註１ 

中
日
新
聞
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
七
日
）。

２ 

中
日
新
聞
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
四
日
）。

３
『
滋
賀
会
館
記
念
誌
』（
県
立
滋
賀
会
館
、
昭
和
二
十
九
年
）。

【
資
料
紹
介
⑦
】

「
滋
賀
県
民
の
歌
」
楽
譜

「滋賀県民の歌」歌碑（県庁本館玄関前）

滋賀のアーカイブズ　第10号５



　

今
年
度
よ
り
本
県
で
は
、
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
滋
賀
県

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
保
存
期
間
が
満

了
し
た
現
用
公
文
書
の
う
ち
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の

を
順
次
公
文
書
館
に
移
管
す
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

原
課
に
よ
る
選
別
（
一
次
選
別
）

　

ま
ず
最
初
に
、
対
象
の
フ
ァ
イ
ル
（
表
１
参
照
）
に
つ
い
て
、

文
書
を
作
成
し
た
原
課
（
実
施
機
関
）
が
現
物
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
フ
ァ
イ
ル
①
〜
③
は
、
条
例
施
行
に
と
も

な
う
経
過
措
置
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
現
用
公
文
書
と
し
て
引
き

続
き
利
用
す
る
も
の
は
「
延
長
」
と
し
、
利
用
し
な
く
な
っ
た

文
書
の
う
ち
、「
滋
賀
県
文
書
管
理
規
程
」
別
表
第
四
（
基
準
）

に
照
ら
し
て
、
歴
史
公
文
書
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
も
の
は

公
文
書
館
に
「
移
管
」、
し
な
い
と
判
断
し
た
も
の
は
「
廃
棄
」

と
選
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
原
課
が
今
後
も
利
用
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
た
文
書
は
、基
本
的
に
延
長
さ
れ
て
お
り
（
全
体
の
約
三
割
）、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
文
書
の
う
ち
、
主
に
組
織
の
重
要
な
記
録
や
、
将
来
に

わ
た
り
参
照
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
現
用
公
文
書
と
し
て
重
要
な
文
書

だ
っ
た
も
の
が
多
く
、
歴
史
資
料
と
し
て
も
重
要
と
判
断
さ

れ
た
も
の
で
す
。

公
文
書
館
に
よ
る
選
別
（
二
次
選
別
）

　

次
に
、
対
象
の
フ
ァ
イ
ル
の
う
ち
、
原
課
の
選
別
に
お
い
て

廃
棄
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
公
文
書
館
が
基
準
お
よ
び

「「
保
存
期
間
満
了
後
の
措
置
の
設
定
基
準
」
の
解
釈
運
用
の

手
引
き
」（
手
引
き
）
に
基
づ
き
、
歴
史
公
文
書
の
該
当
性
に

つ
い
て
、
専
門
的
見
地
か
ら
移
管
の
要
否
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

専
門
職
員
四
名
が
、
各
自
の
担
当
す
る
所
属
の
フ
ァ
イ
ル
を
選

別
し
た
後
、
館
長
を
交
え
た
選
別
会
議
に
お
い
て
、
最
終
判
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
移
管
と
判
断
し
た
フ
ァ
イ
ル
に

つ
い
て
は
、
該
当
す
る
基
準
の
文
書
区
分
と
判
定
理
由
を
詳
し

く
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

基
準
の
文
言
に
照
ら
し
て
、
移
管
の
要
否
が
判
断
で
き
る
も

の
は
、
原
則
と
し
て
当
該
記
載
に
よ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

議
会
事
務
局
議
事
課
『
総
務
企
画
常
任
委
員
会
会
議
要
録
』（
平

成
六
年
）
は
、
基
準
の
文
書
区
分
で
は
「
11
─

１
─

１
」（
議
決

そ
の
他
の
審
議
に
関
す
る
経
緯
）
に
該
当
し
、
保
存
期
間
満
了

時
の
措
置
は
「
移
管
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
移
管
と
し
て
い

ま
す
。
本
会
議
と
異
な
り
、
常
任
委
員
会
の
議
事
録
は
刊
行
さ

れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。
一
方
、
政
策
研
修
セ
ン
タ
ー
『
育
児

休
業
者
職
場
復
帰
研
修
』（
平
成
二
十
八
年
）
は
、
基
準
の
文

書
区
分
「
９
─

７
─

２
」（
職
員
の
研
修
の
実
施
に
関
す
る
経
緯
）

に
該
当
し
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
は
「
廃
棄
」
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
廃
棄
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
研
修
は
、
新

た
な
事
実
や
情
報
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
く
、
既
知
の
知
識

や
情
報
の
伝
達
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
基
準
の
文
言
の
み
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
も

の
は
、
そ
の
重
要
性
を
主
に
政
策
・
事
業
の
重
要
度
か
ら
判
断

し
ま
し
た
。
文
書
の
決
裁
権
者
や
保
存
期
間
、
県
民
生
活
に
与

え
る
影
響
や
、
県
民
の
関
心
の
度
合
い
と
い
っ
た
点
か
ら
総
合

的
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
県
広
報
課
作

成
の
「
滋
賀
県
各
部
局
三
大
ニ
ュ
ー
ス
」
や
『
滋
賀
県
年
表
』、

当
時
の
新
聞
記
事
の
掲
載
の
有
無
等
も
参
考
と
し
、
必
要
に
応

じ
て
現
物
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、観
光
振
興
局『
滋

賀
県
観
光
振
興
指
針
』（
平
成
二
十
年
）
は
、
基
準
の
文
書
区

分
で
は
「
２
─

１
─

１
」（
計
画
の
策
定
等
お
よ
び
経
緯
）
に
該

当
し
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
は
「
重
要
な
計
画
に
該
当
す
る

も
の
は
、
移
管
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
、

【表１】令和 2 年度評価選別対象ファイル一覧
①『行政文書簿冊目録（昭和 21 年～昭和 56 年）』掲載文書　10,074 冊
　　昭和 57 年 4 月時点において、滋賀県庁文書庫で保存されていた昭和

21 年以降の永年保存文書（原課で保管されていた文書は含まない）。
②県民情報室選別文書　3,038 冊
　　平成19年から令和元年にかけて、保存期間が満了して廃棄対象となっ

た公文書の中から、県民情報室（旧県政史料室）が歴史的価値を有する
と判断し、選別収集したもの。

③令和元年度保存期間満了文書（旧永年）　19,308 冊
　　滋賀県公文書等の管理に関する条例の施行に伴い、30 年保存となっ

た旧永年保存文書のうち、昭和 48 年度までに作成されたもの。
　＊昭和49年度以降に作成された文書は、令和3、4年度に対象となる予定。
④令和元年度保存期間満了文書（有期限）　106,585 冊
　　令和元年度に保存期間が満了した有期限保存文書（保存期間 30 年以下）。

【
公
文
書
館
の
仕
事
】

歴
史
公
文
書
の
評
価
選
別
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と
も
に
審
議
会
関
係
フ
ァ
イ
ル
が
八
冊
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め

重
要
な
計
画
と
判
断
し
、
移
管
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
基
準
の
区
分
と
し
て
は
「
廃
棄
」
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
特
に
重
要
な
政
策
事
項
等
に
関
す
る
も
の

（
東
日
本
大
震
災
対
応
等
）
は
、
原
則
と
し
て
全
て
移
管
と
し
、

そ
の
他
、
県
民
生
活
の
実
態
を
具
体
的
に
示
す
も
の
も
、
移
管

の
要
否
を
検
討
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
知
事
公
室
『
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
総
括
）』（
平
成
二
十
年
）
は
、
通
常
廃
棄
さ
れ

る
軽
易
な
内
容
の
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
特
に
重
要
な
政
策
事
項

等
に
関
す
る
文
書
と
判
断
し
、
移
管
と
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
へ
の
意
見
聴
取
（
第
三
者
評
価
）

　

そ
の
後
、
本
県
で
は
よ
り
多
面
的
な
観
点
や
専
門
的
知
見
、

市
民
的
関
心
等
を
反
映
す
る
た
め
、
大
学
教
員
そ
の
他
の
学
識

経
験
者
で
構
成
さ
れ
る
滋
賀
県
公
文
書
管
理
・
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
議
会
（
公
文
書
等
管
理
部
会
）
へ
の
意
見
聴
取
を

行
っ
て
い
ま
す
。
審
議
会
で
は
、
公
文
書
館
の
判
定
を
付
し
た

保
存
期
間
が
満
了
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
一
覧
を
も
と
に
、
具
体
的

な
文
書
の
内
容
や
廃
棄
理
由
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
、
当
館
は
そ
の
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
を
詳
し
く
調

査
し
て
、
再
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
健
康
対
策
課
『
ハ
ン
セ
ン
病
帰
省
招
待
事
業
』

（
平
成
八
年
）
は
、
昭
和
四
十
一
年
よ
り
隔
年
実
施
し
て
い
る

定
型
的
な
事
業
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
廃

棄
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
委
員
か
ら
平
成
八
年
の
ら
い

予
防
法
廃
止
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
、
再
度
現
物
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
七
年
か
ら
同
事
業
が
毎
年
実
施
に
変
更
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
、
同
法
の
影
響
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
て
、
移
管
に
判
断
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
再
判
定
の
結
果
、
計
一
三
六
冊
が
移
管
文
書
に

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
県
は
審
議
会
よ
り
廃
棄
予
定
文
書

に
係
る
意
見
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

原
課
に
よ
る
最
終
確
認
（
移
管
文
書
の
確
定
）

　

最
後
に
、
審
議
会
意
見
を
踏
ま
え
た
公
文
書
館
の
移
管
フ
ァ

イ
ル
一
覧
に
つ
い
て
、
原
課
に
最
終
確
認
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
併
せ
て
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
情

報
等
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
別

途
意
見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

以
上
の
手
続
き
（
表
２
参
照
）
の
結
果
、
令
和
二
年
度
は
計

六
一
九
九
冊
が
当
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
条
例
施
行
に
と
も
な
う
経
過
措
置
分
を
除
い
た
も
の

（
フ
ァ
イ
ル
④
）
は
六
八
〇
冊
で
、
移
管
率
は
〇
・
八
％
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
長
期
保
存
の
措
置
や
目
録
整
備
等

の
公
開
準
備
を
進
め
、
令
和
三
年
度
中
に
は
、
当
館
で
利
用
可

能
と
な
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
選
別
実
績
は
、
基
準
や
手
引
き
の
改
正

を
通
じ
て
、
次
年
度
以
降
の
作
業
に
反
映
し
て
い
く
予
定
で

す
。
た
と
え
ば
、
県
立
学
校
に
共
通
す
る
移
管
文
書
は
、
各
校

か
ら
の
情
報
提
供
や
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議

会
の
調
査
等
を
踏
ま
え
て
、『
学
校
日
誌
』
と
『
職
員
会
議
録
』

の
二
種
類
に
整
理
し
ま
し
た
。
今
後
も
選
別
経
験
を
積
み
重
ね
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
が
適
切
に
当
館
に
移
管
さ
れ
、

県
民
等
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
り
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
（
大
月 
英
雄
）
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【
開
館
記
念
誌
刊
行
特
別
展
】

「
湖
国
遊
覧
の
幕
開
け 
︱
大
正
期
の
風
景
利
用
︱
」

　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）
～
４
月
28
日
（
水
）

　

近
江
八
景
に
代
表
さ
れ
る
景
勝
地
が
重
要
な
観
光
資
源

と
し
て
注
目
を
集
め
た
、
大
正
期
の
観
光
政
策
を
取
り
上

げ
ま
す
。

★
展
示
資
料
の
う
ち
、『
湖
国
聚
英
』『
滋
賀
県
が
い
ど
ぶ
っ
く

第
２
巻
』（
景
勝
地
の
写
真
集
）
は
、
手
に
取
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
館
日
】
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
　

  

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

【
閲
覧
方
法
】

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
検
索
」
か
ら
、
閲
覧
し
た
い

資
料
を
検
索
し
ま
す
。

②
利
用
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
し
が
ネ
ッ
ト

受
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）、

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
ま
す
。

＊
利
用
制
限
情
報
の
審
査
を
行
い
、
申
請
後
三
〇
日
以
内

に
利
用
決
定
を
行
い
ま
す
（
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
審
査
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
準
備

が
で
き
次
第
、
利
用
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
事
前
に
閲
覧
日
を
連
絡
の
上
、
右
決
定
通
知
書
を
持
っ
て

御
来
室
く
だ
さ
い
。

※
目
録
の
利
用
区
分
が
「
公
開
」
の
資
料
で
あ
れ
ば
、
簡
易

閲
覧
と
し
て
当
日
に
利
用
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
利
用
】

・
文
書
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
写
し
の
交
付
も
で
き
ま
す
）
。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査
な
し

で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
保
護
の
た
め
、
館
内
で
の
飲
食
、
鉛
筆
以
外
の

筆
記
用
具
の
使
用
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

① ＪＲ大津駅から東へ徒歩５分。

② 京阪電気鉄道島ノ関駅から山側（南南西）へ

　 徒歩５分。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
実
施
の
時
期
・

内
容
等
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

催
し
物
案
内

利　

用　

案　

内
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